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学校の内側と外側

境界を越える学校づくり
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第３回地域版信州学び円卓会議



秋田県 五城目町

22

人口 8,000人
高齢化率 50.4％
（1960年代20,000人）
面積 226ｋ㎡

五城目小学校
児童 2３0名
（1960年代1,300人）
（小学校８校→１校）
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１ 学校を建てる前の取組
スクールトーク

本日の内容

２ 実際の建築 五城目町立五城目小学校
越える学校

３ 現在の五城目町の教育展開
みんなの学校 教育留学

4



五城目小学校改築事業の経過

2017
基本設計

2018
実施設計

2019
工事開始

2020
竣工

住民WS 3回

教員WS 2回

住民WS ４回 住民WS ３回

教員WS 2回

意見聴取業務を並行
全住民対象ワークショップ：スクールトークの実施

5

PTA主催WS
地域と連携した学校

〜2016
用地選定

合計10回



1  スクールトーク

6

五城目町教育委員会
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スクールトーク2017 議論の場

スクールトーク2018 体験の場 敷地の散策



スクールトークの特徴

１ 全住民参加型

２ 先進事例の紹介

３ 参加者同士の意見交換

４ 議論の場／体験の場

６ キャッチコピー

５ ストーリーの共有
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１ 全住民参加型

保護者の価値観 教員の価値観

地域の価値観

移住者の価値観
9

地域のすべてをストーリーに載せるために

実は移住者はすでに住民
様々な要素を加えて広がる地域観

元々ある地域の学校観
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学校を建てる？

11



誰の胸にもそれぞれの学校がある。
教科書にないことも沢山ある。

地域のアイデンティティが詰まっている。

12

一人ひとりにとっての”学校”とは？

学校は想い出と体験だ。
学びは思っているより、包括的だ。
かけがえのない地域とその持続だ。

つまり、一般化すると”学校”とは？



地域・社会との関わりを再構築すること

学校を建てる？
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越える学校
学校建築のキャッチコピー

14



15

学校用地

屋内温水プール

町立体育館

公民館

町立グラウンド
芝生広場

駐車場



2 「越える学校」五城目町立五城目小学校

16

写真提供
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普通教室
ワークホール

アクティブラーニング
これからの学び

可変性を残す設計
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同じ空間でもフレキシブルに

教室と壁のない空間

可動式の家具が仕切りに

模擬試験会場のように

学び・掲示の融合
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オープンな学びの場が様々な学習形態を生み出す。
答えを導く対話の形もそれぞれが考える。
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メディアセンター
地域図書室

大人も子どもも学べる
社会教育の入り口として
多様性が生み出す豊かさ

2525

２階が学校図書室
１階を地域開放
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3  現在の取組
”越える”を軸とした教育の仕組み・制度

教育留学 ☓ 秋田県

みんなの学校

LearningHUB
27

グローカルプログラム ☓ JICA



都会と地方 距離を越える

五城目町教育留学
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住民票の無いこどもも通える制度
区域外就学制度

 滞在パターンは3つ！
・リモートワーク・移住者未満の関係
・祖父母の田舎に帰省しながら
・ホームスティ型

0歳から15歳まで変化のない構造に刺激を与える
2929

学校が拡大していく仕組み

五城目町教育留学とは



五城目町教育留学 https://gojome.net/ryugaku 
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五城目みんなの学校



五城目みんなの学校とは

社会教育
社会の課題を解決するための教育

学校教育
社会の課題を解決するのための人材育成

教育の境界を越えて
同じ仕組みを共有する取組

32

定義



学校開放を利用した社会教育講座

・学校の授業を住民に開放して一緒に学ぶ

・社会教育講座を学校授業にして一緒に学ぶ

・こどもと一緒に下校できる時間

・気軽な参観日のように

・統合した地域の住民参加

・行政の取組みを社会教育として

・テーマ共有グループの形成
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34五城目みんなの学校 https://gojome-gakko.net
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社会教育
五城目朝市の魅力や出店方法を紹介する
コミュニティビジネス講座

学校教育
４年生 総合 ふるさと教育

社会教育講座を学校授業に
同じ学習内容を大人と子どもが一緒に参加
することで、地域に開かれた教育を展開。
社会教育講座を実施し、教員の立会で学校
の授業として成立させている。
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学びが人の価値観を広げる。
地域の課題を自分たちで考える。
学ぶ姿は誰かの手本となる。
普段会わないけど同じ興味を持つ人。
社会・地域の要望に応える教育。

開かれた教育がより教育を
社会に開かれたものにする。



学校

3939

学校を会場として、公的な学びを広げる取組
多様な要望に応えることで、新しい居場所づくりや新しい集団形成を促す
人づくり、つながりづくり、地域づくりの補完機能

公的な学び

枠外の体験

地域・社会での学び

まとめ 越えるを軸とした教育環境


